
　当社は、2004年に暗黙知として共有してきた価値観・理念を体系化・明文化し、「三井物産
の経営理念（Mission 、Vision 、Values）」を策定しました。経営理念の共有は 、当社がグ
ローバルな事業活動を通じて世の中に本当に価値のある仕事を創造していく上で、今までに
も増して重要になっていくと考えます。

経営理念（MVV）

Mission

	 三井物産の企業使命
	 大切な地球と、そこに住む人びとの夢溢れる未来作りに貢献します。

Vision

	 三井物産の目指す姿
	 世界中のお客様のニーズに応える「グローバル総合力企業」を目指します。

Values

	 三井物産の価値観・行動指針
	  「Fairであること」、「謙虚であること」を常として、社会の信頼に誠実に、真摯に応えます。
	 	 志を高く、目線を正しく、世の中の役に立つ仕事を追求します。
	 	 常に新しい分野に挑戦し、時代のさきがけとなる事業をダイナミックに創造します。
	  「自由闊達」の風土を活かし、会社と個人の能力を最大限に発揮します。
	 	 自己研鑽と自己実現を通じて、創造力とバランス感覚溢れる人材を育成します。

三井物産の経営理念

三井物産の価値観

　1876年創立の旧三井物産＊は 、第二次世界大戦後間もなく財閥解体により解散し、
同社の歴史に幕を下ろしました。その後、現在の三井物産が「挑戦と創造」「自由闊達」

「人材主義」といった価値観を共有した元社員たちにより、立ち上げられました。以来、
旧三井物産と同様、新たな価値を創造することで社会の発展に貢献し続けています。
　旧三井物産初代社長・益田孝の遺した価値観、仕事への姿勢は 、私たち三井物産の
事業や仕事の進め方、ものの考え方の基本に受け継がれています。そこには、当社の社
会的責任としてのサステナビリティに対する考え方が明確に織り込まれており、その考え
方は今も全く変わりません。

＊：法的には、旧三井物産と現在の三井物産には継続性はなく、それぞれ全く別個の企業体です。

「眼前の利に迷い、永遠の利を忘れるごときことなく、遠大な希望を抱かれることを望む。」

「�三井物産会社を設立したのは 、大いに貿易をやろうというのが眼目であった。金が欲しいのではない 、

仕事がしたいと思ったのだ。」

「三井には人間が養成してある。これが三井の宝である。」� （旧三井物産初代社長  益田 孝）
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